
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　運動における競争や協働の経験を通じて，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を
果たす，参画する，一人一人の違いを大切にし
ようとするなどの意欲を育てるとともに，健
康・安全を確保して，生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

【指導事項】
・水慣れ
・泳法練習(クロール、平泳ぎ)
・タイム計測(クロール、平泳ぎ)
【教材】
・学習カード

【知識・技能】
　クロール・平泳ぎでは，手と足の動き，呼
吸のバランスを保ち，速く泳ぐことができて
いる。クロール・平泳ぎの技術の名称や効果
的に泳ぐためのポイントを理解できている。
【思考・判断・表現】
　泳法などの自己の課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたことを学習カードにま
とめることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水泳に自主的に取り組むとともに，ルール
やマナーを大切にすることができている。水
泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健
康・安全を確保することができている。

○

配当
時数

前
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

B 水泳
【知識及び技能】
　クロール・平泳ぎでは，手と足
の動き，呼吸のバランスを保ち，
速く泳ぐことができるようにな
る。クロール・平泳ぎの技術の名
称や効果的に泳ぐためのポイント
を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　泳法などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　水泳に自主的に取り組むととも
に，ルールやマナーを大切にする
ことができる。水泳の事故防止に
関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができる。

○

保健体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

スッテプアップ高校スポーツ　大修館書店　保健体育

保健体育

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
つけるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【指導事項】
・トス、パス、スパイク、サーブ
の個人スキル三段攻撃を意識した
コンビネーションスキル
・個人スキルテスト
・ゲーム
・振り返りシート
【教材】
・映像資料（イメージトレーニン
グ）

【知識・技能】
　個人技術の修得（アンダー・オーバーカッ
ト＆トス）（アンダーサーブ）
【思考・判断・表現】
　ゲームにおけるチーム内でのポジションの
役割（コンビネーション）を理解し実践でき
る。
【学びに向かう力、人間性】
　課題発見能力・課題解決能力を習得し実践
できる。協調性（チームワーク）を意識した
運動ができる。

○

D 球技（サッカー）
【知識及び技能】
　技術の名称や行い方、運動観察
の方法などを理解するとともに、
ゲームを展開することができるよ
うにする。ゴール型では、安定し
たボール操作によってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることが
できるようにする。

【指導事項】
・ボールフィーリング
・試合の再開方法
・キックの種類
・パス
・シュート
・試合
【教材】
・学習カード

【知識・技能】
　サッカーに用いられる技術には名称があ
り、それらを身に付けるためのポイントがあ
ることについて、学習した具体例をあげてい
る。
　ゴールの枠内にシュートをコントロールす
ることができる。
　味方が操作しやすいパスを送ることができ
る。

○ 18

　運動の合理的，計画的な実践を通して，運動
の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって
運動を豊かに継続することができるようにする
ため，運動の多様性や体力の必要性について理
解するとともに，それらの技能を身に付けるよ
うにする。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える力を養う。

○ 18

A 球技（ハンドボール）
【知識及び技能】
　技術の名称やルール、特徴を理
解する。ゴールの両端に力強い
シュートが打てるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分に合ったポジションを選ぶ
ことができるようになる。ゲーム
中における自己の課題と改善策を
考えられるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ゲームの中で積極的にプレーに
関わろうとする。安全に留意しな
がらゴールを運ぶことができるよ
うになる。

【指導事項】
・ルール講習
・シュート練習
・パス練習
・スキルテスト
・ゲーム
【教材】
・映像資料(ルール、特徴、ポジ
ション等)
・学習レポート

【知識・技能】
　技術の名称やルールを覚え、特徴を理解し
ている。ゴールの両端に力強いシュートを打
つことができている。
【思考・判断・表現】
　自分に合ったポジションを選ぶことができ
ている。ゲーム中における自己の課題と改善
策を考えることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
　ゲームの中で積極的にプレーに関わろうと
している。安全に留意しながらゴールを運ぶ
ことができている。

○ ○

○

○

16

後
期

C 球技（バレーボール）
【知識及び技能】
　試合の場面を想定して技術を取
得する。個人技として、トス・パ
ス・スパイク・サーブ　ができる
ようになる。チームとして三段攻
撃を意識できるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己の課題を理解し、周りの人
と話し合って解決策を見出す。
ゲーム中の役割を理解し、目標達
成の方法を見つける。
【学びに向かう力、人間性等】
　チームワークを意識できる。他
者の役割を理解し、自らの動きを
コントロールする。また、感情も
コントロールしていく。



できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　攻防などの自己やチームの課題
を発見し、合理的な解決に向け
て、自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　自主的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようと
すること、互いに助け合い教え合
おうとすることや、健康・安全を
確保することができるようにす
る。

・学習カード
・タスクゲーム
・ホワイトボード
・実際のサッカーの試合の映像
（ICT機器）
・ステップアップスポーツ

る。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己や仲間の技術的な課題やチームの作
戦・戦術についての課題や課題解決に有効な
方法について、自己の考えを伝えることがで
きる。
　合理的な動きと自己や仲間の動きを比較し
て、成果や改善すべきポイントとその理由を
仲間に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　学習に自主的に取り組んでいる。
　互いに練習相手になったり仲間に助言した
りして互いに助け合おうとしている。
　健康・安全を確保している。
　相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとしている。

○ ○ ○

18

合計

70


